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The structure and stability of foams formed by amino acid-sugar hybrid surfactants with 

glycine, valine and phenylalanine in amino acid and maltose in sugar were investigated using 
small-angle X-ray and neutron scattering (SAXS, SANS) and dynamic foam analyzer, etc. The 
effects of amino acid structure and surfactant concentration on the foam properties were 
investigated. The film thickness of the foam was evaluated from SAXS and SANS profiles. 
The amino acid-sugar hybrid surfactant with glycine showed the highest foam stability. 
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界面活性剤がつくる泡沫の構造および安定性は，さまざまな手法を用いて調べられて

いる。近年我々は，研究例の少ない中性子小角散乱（SANS）を用いることで，泡の膜厚

などのミクロな構造と安定性に関する情報を一度に得ることに成功した。一方，X 線小角

散乱（SAXS）を用いた泡沫に関する研究はほとんど報告がなく，我々は SAXSを用いた

泡沫に関する研究に世界に先駆けて取り組んでいる。SAXS と SANS を相補利用するこ

とで，泡沫の構造および安定性に関する詳細なメカニズムの解明が期待される。本研究で

は，アミノ酸にグリシン，バリン，フェニルアラニン，糖にマルトースを有するアミノ酸

－糖ハイブリッド界面活性剤（C12GlyMal，C12ValMal，

C12PheMal）がつくる泡沫の構造と安定性を SAXS，

SANS，動的フォームアナライザなどの測定により調べ，

泡沫特性に及ぼすアミノ酸構造と界面活性剤の濃度の影

響について検討した。 

C12GlyMal，C12ValMal，C12PheMalの水溶液（1.0 mmol 

dm–3）の起泡直後から 60 分後までの 3 分毎の泡沫の

SAXSプロファイルを Fig. 1 に示す。C12GlyMalでは時間

が経過しても散乱強度はほぼ維持されるのに対し，

C12ValMalと C12PheMalでは減少した。すなわち，アミノ

酸の構造によって泡沫安定性に違いが見られた。フリン

ジの振動周期より，起泡直後，15，30，60 分後における

C12GlyMalの泡沫の膜厚は，それぞれ 31，29，25，21 nm

と求まり，時間とともに小さくなった。C12ValMalのプロ

ファイルには明瞭なフリンジが見られず，これは他と比

べて泡沫が不均一であることを示している。 
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Fig. 1 SAXS profile of forms 
for hybrid surfactants at 1.0 
mmol dm–3. 
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